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お
兄
ち
ゃ
ん
を
お
迎
え
に
来
た
乳
母
車
ラ
ン
ド
セ
ル
が
囲
み
赤
ち

ゃ
ん
あ
や
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

　
赤
ち
ゃ
ん
は
小
学
生
達
の
興
味
の
的
。
生
き
生
き
し
た
情
景
。

息
絶
え
る
一
瞬
鎌
を
上
げ
た
る
や
夕
べ
の
光
受
け
る
蟷か

ま
き
り螂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
亡
骸
か
ら
蟷
螂
の
最
後
の
誇
り
を
厳
か
に
感
じ
取
っ
た
作
者
。

参
加
せ
し
日
帰
り
県
民
割
ツ
ア
ー
土
産
は
あ
ま
た
の
地
域
ク
ー
ポ

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
　
鎌
田
　
澄
子

　
使
い
切
れ
ず
に
ク
ー
ポ
ン
が
土
産
と
は
。
諧
謔
の
効
い
た
歌
。

二
の
腕
も
肩
も
背
中
も
震
は
せ
て
指
先
は
生
む
シ
ョ
パ
ン
の
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

乳
母
車
の
固
定
の
紐
を
結
び
終
え
イ
ヤ
ホ
ー
ン
の
も
つ
れ
ほ
ど
き

い
る
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

雲
の
波
月
浮
か
べ
た
り
沈
め
た
り
夜
道
の
明
か
り
点
滅
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
木
村
　
　
勲

叢む
ら

雲く
も

の
隙
間
に
も
れ
る
秋
の
陽
は
定
規
を
あ
て
て
射
し
こ
ん
で
く

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

杖
と
傘
つ
き
て
楽
々
散
歩
す
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
歩
行
に
薔
薇
の
小

径
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

鎌
倉
に
よ
り
良
く
似
合
う
雲
水
の
乱
れ
ぬ
足
並
み
雁が

ん
こ
う行
の
靜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
　
　
魚
住
　
藤
明

草
紅
葉
に
負

お
ん
ぶ

蝗ば
っ

虫た

を
け
ち
ら
し
て
夕
日
の
な
か
を
子
ら
は
か
け
ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

入
院
中
の
友
と
メ
ー
ル
を
交
わ
す
夜
か
ら
す
う
り
一
つ
枯
葉
の
中

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

〈
天
〉走
り
根
に
溜
ま
る
落
葉
や
夕
日
色
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

　
写
生
句
の
奥
深
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。
特
に
下
五
の
色
を

出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
平
凡
で
は
な
く
な
っ
た

〈
地
〉秋
深
し
山
鳩
の
声
ふ
つ
と
止
み
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

　
秋
深
し
の
季
題
は
内
容
が
何
で
も
よ
く
な
る
の
で
難
し
い
。
鳴

い
て
い
た
山
鳩
と
泣
き
や
ん
だ
山
鳩
を
う
ま
く
重
ね
て
い
た
。

〈
人
〉立
冬
や
朝
茶
は
熱
く
た
っ
ぷ
り
と
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

　
四
季
の
初
め
に
必
ず
あ
る
の
が
、
立
冬
、
立
春
、
立
夏
。
こ
の

句
は
や
は
り
立
冬
が
一
番
で
あ
る
。

何
祝
ふ
今
日
は
山
盛
り
栗
ご
は
ん
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
何
を
祝
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
華
や
ぎ
の
あ
る
も
の
に
な
っ

た
。
栗
ご
は
ん
の
よ
く
炊
け
た
の
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

塩
ふ
っ
て
白
さ
ま
す
湯
気
衣き

ぬ
か
つ
ぎ被

　
　
　  

山
ノ
内
　 

高
橋
　
　
仁

　
衣
被
ら
し
さ
が
滲
み
出
て
い
る
作
品
。
白
と
い
う
色
の
味
わ
い

も
よ
く
写
生
で
き
て
い
た
。

秋
色
の
筆
重
ね
ゆ
く
街
の
景
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
街
の
景
色
が
秋
色
に
変
わ
っ
て
い
く
の
を
十
七
字
に
上
手
く
ま

と
め
た
。
全
体
的
に
や
さ
し
く
詠
め
て
い
た
。

犬
の
背
に
二
つ
三
つ
の
ゐ
の
こ
づ
ち
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

今
年
又
木
犀
に
逢
う
散
歩
道
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

曼
殊
沙
華
嗚
咽
の
墓
地
や
震
え
咲
く
　
　
　
梶
原
　
吉
田
　
健
二

坂
の
ぼ
る
人
を
励
ま
す
赤
ま
ん
ま
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

秋
晴
れ
や
駅
改
札
に
声
高
し
　
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

電
車
待
つ
立
食
蕎
麦
や
寒
夜
月
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

菊
人
形
射
る
夕
日
う
け
棒
立
ち
に
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

義
村
の
討
れ
し
岬
や
大
根
蒔
く
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
曽
孫
の
し
ぐ
さ
色
め
き
て
　
葉
山
市
　
大
塚
喜
代
子

妖
精
の
花
咲
く
ご
と
き
茗
荷
か
な
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

小
津
映
画
余
韻
に
浸
る
秋
の
雲
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

ぽ
つ
く
り
の
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
七
五
三
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

愛
犬
を
連
れ
て
海
釣
り
秋
惜
し
む
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

マン・レイと女性たち県立近代美術館 葉山
☎046･875･2800

鎌倉文学館
☎23･3911

マン・レイのまなざしがとら
えた「女性たち」約240点

～1/22
1200 円

沖 潤子 さらけでるもの
県立近代美術館 鎌倉
☎22・5000

刺繍用いて作品を制作す
る沖潤子の美術館初個展

～1/9
700 円

没後35年 澁澤龍彦 高丘
親王航海記

～12/23
500円

鎌倉国宝館
☎22・0753

義時の子たちの信仰や栄華
の痕跡を文化財からみる

～12/21
700 円

鏑木清方記念美術館
☎23･6405

清方が好んで描いた冬景
色の作品など

唯一の長編小説で遺作の
創作メモなど資料を紹介

12/2～1/9
300円

鎌倉市川喜多映画記念
館☎23･2500

映画をデザインする小津
安二郎と市川崑の美学

北条氏展 vol.4　北条義時の子
どもたち ― 鎌倉時代を築いた一門

12/18～映画の分類学入門－
ジャンルで読み解くハリウッド

～12/12
400 円

鎌倉歴史文化交流館
☎73･8501

北条氏展 vol.4　北条義時の子
どもたち －中世都市鎌倉の黎明

一門のゆかりの品々から、義
時の子どもたちの足跡を辿る

～3/11
400 円

北鎌倉古民家ミュージ
アム☎25･5641

林アメリーのパッチワー
クとアジアの刺繍

パッチワーク作品とアジ
アの刺繍のコレクション

～1/22
500 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎24･4860

12/3～新刊原画展「DARK 
BLUE そして、光へ」

～ 12/2
600 円

県立金沢文庫
☎045･701･9069

山口蓬春記念館
☎046･875･6094 日本画家のまなざし

喜斎立祥 二代広重と呼
ばれた絵師

湘南を描く　入江観展

愛蔵の美術図書を初公開。
学生時代の模写など。

12/3～1/29
600 円

～12/4
無料

藤澤浮世絵館
☎0466･33･0111

12/13～サイは投げられた江戸
の絵双六おもしろヒストリー

茅ヶ崎市美術館
☎0467・88・1177

茅ヶ崎在住の画家の湘南を
描いた代表作や近年の作品

12/10～2/5
700 円

スカジャン展横須賀美術館
☎046･845･1211

ヴィンテージ・コレクショ
ンや基地文化の紹介

～12/25
1300 円

播磨みどり　裏側からの
越境

藤沢市アートスペース
☎0466・30・1816

藤沢市のごみと向き合っ
た映像や立体作品など

～ 12/18
無料

大佛次郎記念館
☎045･622･5002

ＪＡＺＺが聞こえる　大佛
次郎の昭和モダン

昭和初期、戦前の作品と大佛
夫妻のライフスタイルを紹介

～12/25
200 円

神奈川近代文学館
☎045・622・6666

文学の森へ　神奈川と作
家たち展

漱石特別コレクションから、
絵はがきや書画など

12/3～3/26
260 円

そごう美術館
☎045･465･5515

光の芸術家　ゆるかわふう
の世界　宇宙の記憶

世界初のオリジナル技法
の作品など約 30点

～12/25
1200 円

県立生命の星・地球博
物館☎0465・21・1515

絶滅危惧種　東南アジア
の霊長類－奥田達哉写真展

写真と展示から東南アジアの
霊長類の危機的現状を紹介

～12/10
無料

遊行寺宝物館
☎0466・22・2063 天神と時衆

寺所蔵の天神像の優品と
関連資料を公開

～12/19
600 円

神奈川県立歴史博物館
☎045・201・0926

源頼朝が愛した幻の大寺院 永福寺と鎌
倉御家人－荘厳される鎌倉幕府とそのひろがり

12/24～令和4年度かなが
わの遺跡展

～12/4
900 円

観音ミュージアム
☎22･6100

秋の名宝展 2022 観音・阿弥陀・
地蔵－長谷寺縁起絵巻と武士たちの信仰

寺宝から、武士の伝承と結び
ついてきた仏像・仏画を公開

～12/18
300 円

絵本原画展『おばあちゃ
ん だいすき』

「称名寺聖教・金沢文庫文書」
から読み解く中世寺院の法会

～1/29
500 円

法会への招待

冬の輝き－美人画と押絵
羽子板

美術館・文学館めぐり

ラ
リ
ネ
ッ
ト
デ
ュ
オ
、
18
日

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
。
各
11

・
14
時
。無
料
。▽
園
長
さ
ん

ぽ
11
日
10
時
。
無
料
。
▽
夜

間
開
園
コ
ン
サ
ー
ト
18
日
17

時
。
無
料
。
▽
季
節
を
彩
る

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
つ

●
現
代
美
術

　
草
間
彌
生
・
村
上
隆 

他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸
☎
24
４
０
８
１

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

五
光
窯
　
魅
惑
の
彩
磁
器

Ⅱ
―
藤
本
岳
英
･
江
里
子
展

12
月
１
日
～
１
月
28
日

【
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
】

Ａ
初
春
・
江
戸
歌
舞
伎
と
市

川
團
十
郎
　
１
月
13
・
20
日

13
時
半
、
全
２
回
。
初
代
市

川
團
十
郎
か
ら
と
江
戸
歌
舞

伎
の
魅
力
に
迫
る
。

Ｂ
朗
読
の
世
界
―
豊
か
な
表

現
を
め
ざ
そ
う
　
１
月
17
・

24
・
31
日
13
時
、
全
３
回
。

各
無
料
。岡
本
２
―
16
―
３
。

Ａ
12
月
22
日
、
Ｂ
１
月
５
日

必
着
。
☎
44
・
２
２
１
９

【
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
】

ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
の
名
曲
を
聴
く
　
１

月
15
日
13
時
半
。
無
料
。常

盤
１
１
１
―
３
。１
月
４
日

必
着
。
☎
48
・
０
０
２
３

【
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

徳
川
家
康
の
生
き
方
に
学
ぶ

歴
史
講
演
会
　
１
月
21
日
13

時
半
。
無
料
。
小
町
１
―
10

―
５
。
１
月
10
日
必
着
。
☎

25
・
２
０
３
０

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

映
画
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
　
小

津
安
二
郎
と
市
川
崑
の
美
学

　
12
月
12
日
ま
で
。
小
津
と

市
川
が
生
き
た
時
代
や
背

景
、
画
面
を
構
成
す
る
様
々

な
要
素
を
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

か
ら
検
証
。
４
百
円
。

▽
関
連
上
映
　
12
月
１
日
14

時
、
４
日
10
時
半
「
お
早
よ

う
」
２
・
４
日
14
時
「
彼
岸

花
」
各
千
円
、
小
中
学
生
５

百
円
。
▽
「
お
早
よ
う
」
上

映
と
ト
ー
ク
「
小
津
映
画
と

デ
ザ
イ
ン
」（
鈴
木
一
誌
さ

ん
）
３
日
13
時
。
１
６
０
０

円
、
小
中
学
生
８
百
円
。

▽
か
ま
く
ら
世
界
映
画
週
間

６
～
11
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
映

画
を
上
映
。
１
２
０
０
円
、

小
中
学
生
６
百
円
。

【
次
回
の
企
画
展
】
映
画
の

分
類
学
入
門
―
ジ
ャ
ン
ル
で

読
み
解
く
ハ
リ
ウ
ッ
ド

　
12
月
18
日
～
３
月
12
日
。

２
百
円
、
小
中
学
生
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
北
条
氏
展
 vol.
４

～
北
条
義
時
の
子
ど
も
た
ち

▽
鎌
倉
時
代
を
築
い
た
一
門

　
12
月
21
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
北
条
氏
が
創
建
し
た
建

長
寺
や
円
覚
寺
の
禅
宗
寺
院

の
美
術
品
な
ど
。
７
百
円
。

☎
22
・
０
７
５
３

▽
中
世
都
市
鎌
倉
の
黎
明

　
前
期
12
月
28
日
ま
で
、
後

期
１
月
11
日
～
３
月
11
日
鎌

倉
歴
史
文
化
交
流
館
。
北
条

一
門
ゆ
か
り
の
品
や
鎌
倉
の

至
宝
を
展
示
。
４
百
円
。
☎

73
・
８
５
０
１

▼
冬
の
輝
き
―
美
人
画
と
押

絵
羽
子
板

　
12
月
２
日
～
１
月
９
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
清
方

が
描
く
冬
景
色
と
押
絵
羽
子

板
を
紹
介
。
３
百
円
☎
23 

・

６
４
０
５

▼
法
会
へ
の
招
待

　
12
月
２
日
～
１
月
29
日
県

立
金
沢
文
庫
。「
称
名
寺
聖

教
・
金
沢
文
庫
文
書
」
を
読

み
解
き
、
中
世
か
ら
現
代
ま

で
続
く
法
会
と
い
う
仏
教
儀

礼
の
世
界
を
資
料
や
仏
具
、

記
録
か
ら
知
る
。
御
巻
数
并

卯
杖
図
（
国
宝
）、高
僧
像

（
県
文
）な
ど
。５
百
円
。
☎

０
４
５
・７
０
１
・
９
０
６
９

▼
文
学
の
森
へ
　
神
奈
川
と

作
家
た
ち
展
　
夏
目
漱
石
特

別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

　
第
１
部
12
月
３
日
～
１
月

29
日
、
第
２
部
２
月
11
日
～

３
月
26
日
神
奈
川
近
代
文
学

館
。
漱
石
あ
て
絵
葉
書
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
約
半
数
の

50
点
を
２
部
に
わ
た
っ
て
展

示
。
２
６
０
円
。
☎
０
４
５

 

・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
鎌
倉
彫
21
人
展

　
12
月
５
～
11
日
鎌
倉
彫
会

館
。
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら

新
し
い
表
現
を
追
い
続
け
る

令
和
の
時
代
に
生
き
る
21
人

の
作
家
の
作
品
を
展
示
。
無

料
。
☎
25
・
１
５
０
０

▼
人
権
作
文
表
彰
式
＆
映
画

「
コ
ー
ダ
　
あ
い
の
う
た
」

　
12
月
９
日
17
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

の
表
彰
と
朗
読
。
18
時
、
映

画
上
映
。
無
料
。
要
申
込
。

逗
子
市
教
育
委
員
会
☎
０
４

６ 
・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
湘
南
を
描
く
　
入
江
観
展

　
12
月
10
日
～
２
月
５
日
茅

ヶ
崎
市
美
術
館
。
近
年
の
作

品
と
、
館
や
個
人
が
所
蔵
す

る
作
品
か
ら
、
湘
南
を
描
い

た
代
表
作
を
中
心
に
展
示
。

７
百
円
☎
88
・
１
１
７
７

▼
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し

の
町
の
た
か
ら
も
の
絵
画
展

～
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら

れ
る
町
で
あ
る
た
め
に

　
12
月
23
～
25
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
市
内
の
小

中
学
生
の
作
品
約
百
点
。
鎌

倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
伊
東
方

☎
31
・
９
０
０
０

　▼
学
習
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
鎌
倉
市
在
住
者
優
先
。
申

込
は
催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

☎
を
明
記
し
往
復
ハ
ガ
キ
で

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー
】

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
世
界
遺
産
―

バ
ガ
ン
の
仏
塔
群
　
１
月
22

日
13
時
半
。
無
料
。
腰
越
８

６
４
。
１
月
12
日
必
着
。
☎

33
・
０
７
１
２

　▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
コ
ン
サ
ー
ト
12
月
４
日
ク

　サンちゃん。ラブラドールレ
トリバーの女の子、３歳。遊ぶ
の大好き、ハムやごはんはもっ
と好き。お散歩は草が生い茂っ
た田舎道がお気に入りです。　
　　　鎌倉市笛田　横田さん方

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

●
歌
壇
・
俳
壇
の
投
稿

ハ
ガ
キ
1
枚
に
３
首
（
句
）
ま

で
。
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記

（
歌
壇
・
俳
壇
は
作
品
と
同
じ

面
に
）、
１
面
題
字
下
住
所
の

鎌
倉
朝
日
へ
。

●
第
17
回
鎌
倉
歌
壇
さ
き
が
け

源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

12
月
５
日
12
時
、
鎌
倉
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
。
第
１
部
歌
人 

・

谷
岡
亜
紀
さ
ん
の
講
演「
乱
世

の
歌
、
戦
争
の
歌
」
。
第
２
部

歌
会
、
表
彰
。
選
者
は
大
下
一

真
さ
ん
、
木
村
雅
子
さ
ん
、
谷

岡
亜
紀
さ
ん
、
津
金
規
雄
さ

ん
。
無
料
。
事
務
局
Ｆ
Ａ
Ｘ 

66
・
３
２
９
７

 阿弥陀如来及び両脇侍像

☎22
3769

く
り
１
月
15
日
10
時
半
、
４

５
０
０
円
。
12
月
26
日
ま
で

に
申
込
。
入
園
料
４
百
円
。

☎
46
・
２
１
８
８

▼
サ
ー
ド
エ
イ
ジ
連
続
講
座

　
楽
し
く
学
び
自
分
み
が
き

　
逗
子
市
在
住
、在
勤
優
先
。

▼鎌倉駅東口イルミネーション
　12 月 1 日～ 1 月 31 日、16 ～ 22 時。鎌倉駅
東口ロータリーから若宮大路まで。鎌倉表参道
商店会
▼長谷寺紅葉ライトアップ
　～ 12 月12日、日没～ 19 時。拝観料 400 円。
長谷寺☎ 22・6300
▼大船フラワーセンター　夜間ライトアップ
　12 月17日 20 時閉園、18日19 時閉園。園内
各所。入園料 400 円 ☎ 46・2188
▼湘南江ノ島駅イルミネーション
　～ 2 月 28 日、終日。湘南江の島駅館内。
湘南モノレール☎ 45・3181
▼湘南の宝石 （江の島島内各所。シーキャンド
ル、サムエル・コッキング苑、岩屋は入場料別）
～ 1 月 6 日、平日 17 時～ 20 時半。1 月 7 日～
2 月 28 日、平日17 時半～ 20時半。土日祝日・
12月23～30日、17～21時。☎ 0466・25・3525
▼えのすい・ジュエリウム　泡の小部屋
　～ 2 月 28 日、開館～ 21 時。
新江ノ島水族館☎ 0466・29・9960
▼テラスモール湘南・terracemall shonan 
Xmas illumination 2022（JR 辻堂駅）　
～12月25日、17～ 23 時。☎ 0466・38・1000

冬を彩るイルミネーション

　
市
民
団
体
同
士
の
交
流
や

市
民
の
市
民
活
動
に
参
加
す

る
機
会
を
作
る
目
的
で
開

催
。「
こ
の
ま
ち
で
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
」

「
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
住
み

や
す
く
し
た
い
」
な
ど
の
想

い
を
共
有
す
る
。

　
12
月
３
日
10
～
15
時
、
鎌

倉
中
央
公
園
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
、
自
然
観
察
、
手
作
り
の

雑
貨 

・
食
品
・
衣
類
な
ど
の

販
売
。

　
12
月
10
・
11
日
10
～
16
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
や

物
販
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
式
（
11
時
）、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
人
権
・

環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
。

　
鎌
倉
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
60
・
４
５
５
５

第
24
回
か
ま
く
ら
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

～
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
Ｋ
A
M
A
K
U
R
A


